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１ はじめに 

 

2021 年 5 月 7 日に教育職員免許法施行規則（昭和 29 年文部省令第 26 号）が改正され，2022 年 4

月より教職課程の自己点検・評価が義務化された．また，文部科学省は「教職課程の自己点検・評価及

び全学的に教職課程を実施する組織に関するガイドライン」１）も公表した．  

このことを踏まえ，一般社団法人全国私立大学教職課程協会（以下，「全国私立大学教職課程協会」

と略記）では，このガイドラインに適合する「教職課程自己点検評価基準」（令和 4 年度版）２）と，『「教職課

程自己点検評価報告書」作成の手引き 令和4年度版（改訂版）』３）を公表した．本学でも 2021年度より，

この全国私立大学教職課程協会が作成した「教職課程自己点検評価基準」を基にした教職課程自己点

検評価活動を進めるための体制整備を進め，その上で 2022年度を迎えることとした． 

そこで本稿は，2022 年度の本学が実施した教職課程自己点検評価活動を踏まえた教職課程の活動

報告を公表することを目的とする．特に今回は，教職履修学生に実施したアンケート調査を基にした学修

成果の可視化を試み，その結果を踏まえて 2022 年度の本学の教職課程の成果及び課題について述べ

ることにした．なお，本稿の公表に関わる一連の活動は，山梨学院大学倫理審査委員会（受付番号：22-

023）の承認の基に進められたものである． 

 

２ 本学の教職課程の目標及び育成を目指す教師像 

 

 学修成果の可視化を図る上で，教職課程の目標及び育成を目指す教師像の設定は重要となる．以下，

本学の「教職課程全体の目標」及び「育成を目指す教師像」，教職課程を設置している各学部の「教職課

程の目標」及び「育成を目指す教師像」について，それぞれ本学 HPを基に紹介する． 

 

2.1 教職課程の理念と目的 

本学の教職課程では，「広い国際的視野と教育実践に必要な知識及び技能を備え，創造力と行動力

を発揮しながら学校教育に携われる教員を養成すること」４）をその理念としている．また，「法学，経営学，

栄養学，スポーツ科学の理論とその応用を基盤として，教員としての広い教養と深い専門の知識をもつ人

材を養成すること」５）を目的としている． 

 

 

１ 山梨学院大学教職センター  
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2.2 本学の教職課程（教員養成）の目標及び育成を目指す教師像 

 以下が，本学の「教職課程の目標」及び「育成を目指す教師像」６）である． 

・ 教育に対する使命感や責任感を持ち，常に子供から学び，共に成長しようとする姿勢を持つことがで

きる． 

⇒「熱意をもって子供と共に成長する先生」 

・ 教職員，保護者・地域の関係者と連携・協働しながら職務を遂行しようとすることができる． 

⇒「協働的に課題解決が図れる先生」 

・ 子供の発達や心身の状況に応じて適切な指導を行い，規律ある学級経営を行おうとすることができる． 

⇒「子供の良さや可能性を伸ばせる先生」 

・ 教科等の知識や技能や授業を行う上での基本的な表現力を身に付け，授業を行うことができる． 

⇒「授業実践力のある先生」 

 

2.3 法学部 

 法学部では，中学校教諭一種免許状（社会）及び高等学校教諭一種免許状（公民）を取得するための 

課程が認定されている．以下が，法学部の 3ポリシーを踏まえた「教職課程の目標」及び「育成を目指す 

教師像」７）となる． 

・ 正義と衡平の観念を基礎にしながら，教育に対する使命感や責任感を持ち，常に子供から学び，共に

成長しようとする姿勢を持つことができる． 

⇒「法学を基盤に熱意をもって子供と共に成長する先生」 

・ 他者理解を図り，物事を多面的にとらえながら，教職員，保護者・地域の関係者と連携・協働し，職務

を遂行しようとすることができる． 

⇒「思慮深く協働的に課題解決が図れる先生」 

・ 子供の発達や心身の状況に応じて適切な指導を行い，公正・公平で規律ある学級経営を行おうとする

ことができる． 

⇒「公正・公平な態度で子供の良さや可能性を伸ばせる先生」 

・ 法学の基本的素養を基盤としながら，教科等の知識や技能や授業を行う上での基本的な表現力を身

に付け，授業を行うことができる． 

⇒「社会又は公民の授業実践力のある先生」 

 

2.４ 経営学部 

 経営学部では，高等学校教諭一種免許状（商業）を取得するための課程が認定されている．以下が，

経営学部の 3ポリシーを踏まえた「教職課程の目標」及び「育成を目指す教師像」８）となる． 

・ 経営学を基盤に教育に対する使命感や責任感を持ち，常に子供から学び，共に成長しようとする姿勢

を持つことができる． 

 ⇒「経営学を基盤に熱意をもって子供と共に成長する先生」 

・ 主体的実践能力を兼ね備え，教職員，保護者・地域の関係者と連協・協働しながら職務を遂行しようと

することができる． 

 ⇒「主体的実践力があり，協働的に課題解決が図れる先生」 
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・ 子供の発達や心身の状況に応じて適切な指導を行い，マネジメント・マインドを基に規律ある学級経

営を行おうとすることができる． 

 ⇒「マネジメント・マインドを基に子供の良さや可能性を伸ばせる先生」 

・ 経営学・マーケティング・会計学・経済学の基本的素養を基盤としながら，教科等の知識や技能や授

業を行う上での基本的な表現力を身に付け，授業を行うことができる． 

 ⇒「商業の授業実践力のある先生」 

 

2.５ 健康栄養学部  

健康栄養学部では，栄養教諭一種免許状が取得するための課程が認定されている．以下が，健康栄

養学部の 3ポリシーを踏まえた「教職課程の目標」及び「育成を目指す教師像」９）となる． 

・ 教育に対する使命感や責任感を持ち，常に子供から学び，共に成長しようとする姿勢を持つことがで

きる．  

⇒「栄養学を基盤に熱意をもって子供と共に成長する先生」 

・ 教職員，保護者・地域の関係者と連協・協働しながら職務を遂行しようとすることができる．  

⇒「PDCAサイクルに基づいた食育の推進を協働的に取り組める先生」 

・ 子供の発達や心身の状況に応じて適切な指導を行い，各教科等の食に関する指導と意図的に関連さ

せた給食計画を実施しようとすることができる．  

⇒「栄養マネジメントを基に子供の良さや可能性を伸ばせる先生」 

・ 教科等の知識や技能や授業を行う上での基本的な表現力を身に付け，授業や給食の時間の指導を

行うことができる． 

⇒「食育の実践的指導力のある先生」 

 

2.６ スポーツ科学部 

スポーツ科学部では，中学校一種免許状（保健体育），高等学校一種免許状（保健体育）を取得する

ための課程が認定されている．以下が，スポーツ科学部の 3 ポリシーを踏まえた「教職課程の目標」及び

「育成を目指す教師像」10）となる． 

・ スポーツ科学の知と技の基礎として，教育に対する使命感や責任感を持ち，常に子供から学び，共に

成長しようとする姿勢を持つことができる． 

⇒「スポーツ科学を基盤に熱意をもって子供と共に成長する先生」 

・ スポーツで学んだ全人的にバランスのとれた態度で，教職員，保護者・地域の関係者と連協・協働しな

がら職務を遂行しようとすることができる． 

⇒「調和のとれた態度をとり，思慮深く協働的に課題解決が図れる先生」 

・ スポーツの多様な関わり方の実践を通して，子供の発達や心身の状況に応じて適切な指導を行い，

規律ある学級経営を行おうとすることができる． 

⇒「広い視野で子供の良さや可能性を伸ばせる先生」 

・ スポーツに関わる幅広い知識と技能を基盤として，教科等の知識や技能や授業を行う上での基本的

な表現力を身に付け，授業を行うことができる． 

⇒「保健及び体育の授業実践力のある先生」 
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３ 学修成果の可視化を図るためのルーブリック 

 

 ここでは，各学部の学修成果の可視化を図る上で必要となる教職課程の「ルーブリック」について，同様

に本学 HP より紹介する． 

 

3.1 法学部 

法学部のルーブリックは，表 111）の通りである． 

 

表 1 法学部のルーブリック 

 法学部の 
教職課程の

目標 
 
学年 

①正義と衡平の観念を基礎
にしながら，教育に対する
使命感や責任感を持ち，常
に子供から学び，共に成長
しようとする姿勢を持つこと
ができる． 

②他者理解を図り，物事を 
多面的にとらえながら，教 
職員，保護者・地域の関係 
者と連携・協働し，職務を遂行 
しよ うとすることができる． 

③子供の発達や心身の状況
に応じて適切な指導を行い，
公正・公平で規律ある学級経
営を行おうとすることができる． 

④法学の基本的素養を基盤とし
ながら，教科等の知識や技能や
授業を行う上での基本的な表現
力を身に付け，授業を行うことが
できる． 

 
【4年】 

 

３．正義と衡平の観念を基
礎にしながら，教育に対す
る使命感や責任感を持ち，
常に子供から積極的に学
び，共に成長しようとする強
い決意を持つことができる． 
２．正義と衡平の観念を基
礎にしながら，教育に対す
る使命感や責任感を持ち，
常に子供から学び，共に成
長しようとする姿勢を持つこ
とができる． 
１．正義と衡平の観念を基
礎にしながら，教育に対す
る使命感や責任感を持ち，
常に子供から学ぼうとするこ
とができる． 

３．他者理解を図り，物事を多
面的にとらえながら，教職員，
保護者・地域の関係者と連
携・協働の意義を理解した上
で，職務を遂行しようとすること
ができる． 
２．他者理解を図り，物事を多
面的にとらえながら，教職員，
保護者・地域の関係者と連
携・協働し，職務を遂行しよう
とすることができる． 
１．他者理解を図り，物事を多
面的にとらえながら，教職員，
保護者と連携・協働し，職務を
遂行しようとすることができる． 

３．子供の発達や心身の状況
に応じて適切な指導を行い，
公正・公平で規律ある学級経
営を建設的に両立させようと
する． 
２．子供の発達や心身の状況
に応じて適切な指導を行い，
公正・公平で規律ある学級経
営を行おうとすることができる． 
１．子供の発達や心身の状況
に応じて適切な指導を行いな
がら学級経営を行おうとするこ
とができる． 

３．法学の基本的素養を基盤とし
ながら，教科等の知識や技能や
授業を行う上での基本的な表現
力を身につけ，クラスの実態に対
応した授業を行うことができる． 
２．法学の基本的素養を基盤とし
ながら，教科等の知識や技能や
授業を行う上での基本的な表現
力を身につけ，授業を行うことが
できる． 
１．法学の基本的素養を基盤とし
ながら，授業を行う上での基本
的な表現力を身につけ，授業を
行うことができる． 

アセスメ
ント方法 

【科目】 
アセスメ
ント方法 

【科目】 
アセスメ
ント方法 

【科目】 
アセスメ
ント方法 

【科目】 

・アンケ
ート 

教育実習研修   
教育実習Ⅰ・Ⅱ 
教職実践演習 

・アンケ
ート 

教育実習研修   
教育実習Ⅰ・Ⅱ 
教職実践演習 

・アンケ
ート 

教育実習研修   
教育実習Ⅰ・Ⅱ 
教職実践演習 

・アンケ
ート 

教育実習研修   
教育実習Ⅰ・Ⅱ 
教職実践演習 

 
【3年】 

 

３．教育に対する使命感や
責任感を持ち，常に子供か
ら学ぼうとすることができる． 
２．教育に対する使命感や
責任感を持つことができる． 
１．教育に対する期待感と
責任感を持つことができる． 

３．他者理解を図り，物事を多
面的にとらえながら，教職員，
連携・協働し，職務を遂行しよ
うとすることができる． 
２．他者理解を図り，教職員に
学びながら職務を遂行しようと
することができる． 
１．教職員を手本としながら職
務を遂行しようとすることがで
きる. 

３．子供の発達や心身の状況
に応じて適切な指導を行いな
がら集団指導を行おうとするこ
とができる． 
２．子供の発達や心身の状況
に応じて適切な個別指導を行
おうとする． 
１．子供の発達や心身の状況
に応じて適切な指導を行おう
とする． 

３．教科等の知識や技能を身に
つけ，授業を行うことができる． 
２．教科等の知識を身につけ，授
業を行うことができる． 
１．教科等の知識を身につけよう
とする． 

アセスメ
ント方法 

【科目】 
アセスメ
ント方法 

【科目】 
アセスメ
ント方法 

【科目】 
アセスメ
ント方法 

【科目】 

・アンケ
ート 

学校と教育の
歴史 
介護等体験実
習 

・アンケ
ート 

学校と教育の歴
史 
総合的な学習の
時間の指導法 
介護等体験実習 

・アンケ
ート 

学校と教育の歴
史 
道徳教育指導論 
介護等体験実習 

・アンケ
ート 

道徳教育指導論 
総合的な学習の時
間の指導法 
各教科の指導法 

 
【2年】 

 

３．教育に対する期待感と
責任感を持つことができる． 
２．教育に対し期待感を持
つことができる． 
１．教育に対する期待感が
不十分である． 

３．教職員の姿をイメージしな
がら職務を遂行しようとするこ
とができる． 
２．教職員の姿を積極的にイメ
ージしようとしている． 
１．教職員の姿をイメージしよう
としない． 

３．子供の発達や心身の状況
に即応しようとする． 
２．子供の発達や心身の状況
の把握の意義を理解してい
る． 
１．子供の発達や心身の状況
の把握の意義がわからない． 

３・教科等の学習指導案を項目
に沿って書ける． 
２．教科等の学習指導案を自分
なりに書ける． 
１．教科等の学習指導案を書け
ない． 

アセスメ
ント方法 

【科目】 
アセスメ
ント方法 

【科目】 
アセスメ
ント方法 

【科目】 
アセスメ
ント方法 

【科目】 

・アンケ
ート 

教職概論 
教育社会学 
生徒指導・教育
相談 
進路指導論 

・アンケ
ート 

教職概論 
教育社会学 
特別支援教育概
論 
教育課程論 
生徒指導・教育相
談 
進路指導論 

・アンケ
ート 

教育心理学 
特別支援教育概
論 
特別活動論 
教育方法論 
生徒指導・教育相
談 
教職概論 
教育社会学 
進路指導論 

・アンケ
ート 

教育心理学 
特別支援教育概論 
教育課程論 
特別活動論 
教育方法論 
教育における ICT活
用 
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3.2 経営学部 

経営学部のルーブリックは，表 212）の通りである． 

 

表 2 経営学部のルーブリック 

経営学部の 
教職課程の

目標 
学年 

①経営学を基盤に教育に対
する使命感や責任感を持ち，
常に子供から学び，共に成長
しようとする姿勢を持つことが
できる．  

②主体的実践能力を兼ね
備え，教職員，保護者・地
域の関係者と連協・協働し
ながら職務を遂行しようとす
ることができる．  

③子供の発達や心身の状況
に応じて適切な指導を行い，
マネジメント・マインドを基に規
律ある学級経営を行おうとす
ることができる．  

④経営学・マーケティング・会計
学・経済学の基本的素養を基盤
としながら，教科等の知識や技
能や授業を行う上での基本的な
表現力を身に付け，授業を行うこ
とができる 

 
【4年】 

 

３．経営学を基盤に教育に対
する使命感や責任感を持ち，
常に子供から積極的に学び，
共に成長しようとする強い決意
を持つことができる． 
２．経営学を基盤に教育に対
する使命感や責任感を持ち，
常に子供から学び，共に成長
しようとする姿勢を持つことが
できる． 
１．経営学を基盤に教育に対
する使命感や責任感を持ち，
常に子供から学ぼうとすること
ができる． 

３．主体的実践能力を兼ね
備え，教職員，保護者・地
域の関係者と連携・協働の
意義を理解した上で，職務
を遂行しようとすることがで
きる． 
２．主体的実践能力を兼ね
備え，教職員，保護者・地
域の関係者と連携・協働し
ながら職務を遂行しようとす
ることができる． 
１．主体的実践能力を兼ね
備え，教職員，保護者と連
携・協働しながら職務を遂
行しようとすることができる． 

３．子供の発達や心身の状況
に応じて適切な指導を行い，
マネジメント・マインドを基に規
律ある学級経営を建設的に両
立させようとする． 
２．子供の発達や心身の状況
に応じて適切な指導を行い，
マネジメント・マインドを基に規
律ある学級経営を行おうとす
ることができる． 
１．子供の発達や心身の状況
に応じて適切な指導を行いな
がら学級経営を行おうとするこ
とができる． 

３．経営学・マーケティング・会計
学・経済学の基本的素養を基盤
としながら，教科等の知識や技
能や授業を行う上での基本的な
表現力を身につけ，クラスの実
態に対応した授業を行うことがで
きる． 
２．経営学・マーケティング・会計
学・経済学の基本的素養を基盤
としながら，教科等の知識や技
能や授業を行う上での基本的な
表現力を身につけ，授業を行うこ
とができる． 
１．経営学・マーケティング・会計
学・経済学の基本的素養を基盤
としながら，授業を行う上での基
本的な表現力を身につけ，授業
を行うことができる． 
 

アセスメ
ント方法 

【科目】 
アセスメ
ント方法 

【科目】 
アセスメ
ント方法 

【科目】 
アセスメ
ント方法 

【科目】 

・アンケ
ート 

教育実習研修   
教育実習Ⅰ・Ⅱ 
教職実践演習 

・アンケ
ート 

教育実習研修   
教育実習Ⅰ・Ⅱ 
教職実践演習 
 

・アンケ
ート 

教育実習研修   
教育実習Ⅰ・Ⅱ 
教職実践演習 

・アンケ
ート 

教育実習研修   
教育実習Ⅰ・Ⅱ 
教職実践演習 

 
【3年】 

 

３．教育に対する使命感や責
任感を持ち，常に子供から学
ぼうとすることができる． 
２．教育に対する使命感や責
任感を持つことができる． 
１．教育に対する期待感と責
任感を持つことができる． 

３．主体的実践能力を兼ね
備え，教職員と連携・協働し
ながら職務を遂行しようとす
ることができる． 
２．実践能力を兼ね備え，
教職員に学びながら職務を
遂行しようとすることができ
る． 
１．教職員を手本としながら
職務を遂行しようとすること
ができる． 
 

３．子供の発達や心身の状況
に応じて適切な指導を行いな
がら集団指導を行おうとするこ
とができる． 
２．子供の発達や心身の状況
に応じて適切な個別指導を行
おうとする． 
１．子供の発達や心身の状況
に応じて適切な指導を行おう
とする． 

３．教科等の知識や技能を身に
つけ，授業を行うことができる． 
２．教科等の知識を身につけ，授
業を行うことができる． 
１．教科等の知識を身につけよう
とする． 
 

アセスメ
ント方法 

【科目】 
アセスメ
ント方法 

【科目】 
アセスメ
ント方法 

【科目】 
アセスメ
ント方法 

【科目】 

・アンケ
ート 

学校と教育の歴
史 
 

・アンケ
ート 

学校と教育の
歴史 
総合的な学習
の時間の指導
法 

・アンケ
ート 

学校と教育の歴
史 
道徳教育指導論 
 

・アンケ
ート 

道徳教育指導論 
総合的な学習の時
間の指導法 
各教科の指導法 

 
【2年】 

 

３．教育に対する期待感と責
任感を持つことができる． 
２．教育に対し期待感を持つこ
とができる． 
１．教育に対する期待感が不
十分である． 

３．教職員の姿をイメージし
ながら職務を遂行しようとす
ることができる． 
２．教職員の姿を積極的に
イメージしようとしている． 
１．教職員の姿をイメージし
ようとしない． 
 

３．子供の発達や心身の状況
に即応しようとする． 
２．子供の発達や心身の状況
の把握の意義を理解してい
る． 
１．子供の発達や心身の状況
の把握の意義がわからない． 

３・教科等の学習指導案を項目
に沿って書ける． 
２．教科等の学習指導案を自分
なりに書ける． 
１．教科等の学習指導案を書け
ない． 

アセスメ
ント方法 

【科目】 
アセスメ
ント方法 

【科目】 
アセスメ
ント方法 

【科目】 
アセスメ
ント方法 

【科目】 

・アンケ
ート 

教職概論 
教育社会学 
生徒指導・教育相
談 
進路指導論 

・アンケ
ート 

教職概論 
教育社会学 
特別支援教育
概論 
教育課程論 
生徒指導・教育
相談 
進路指導論 

・アンケ
ート 

教育心理学 
特別支援教育概
論 
特別活動論 
教育方法論 
生徒指導・教育相
談教職概論 
教育社会学 
進路指導論 
 

・アンケ
ート 

教育心理学 
特別支援教育概論 
教育課程論 
特別活動論 
教育方法論 
教育における ICT活
用 
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3.3 健康栄養学部 

健康栄養悪部のルーブリックは，表 313）の通りである． 

 

表 3 健康栄養学部のルーブリック 

 健康栄養学
部 の 教
課課程  
の目標 

 学年 

①教育に対する使命感や責
任感を持ち，常に子供から学
び，共に成長しようとする姿勢
を持つことができる．  

②教職員，保護者・地域の
関係者とれ連携・協働しな
がら職務を遂行しようとする
ことができる．  

③子供の発達や心身の状況
に応じて適切な指導を行い，
各教科等の食に関する指導と
意図的に関連させた給食計画
を実施しようとすることができ
る．  
 

④教科等の知識や技能や授業
を行う上での基本的な表現力を
身に付け，授業や給食の時間の
指導を行うことができる．  

 
【4年】 

 
 
 

３．教育に対する使命感や責
任感を持ち，常に子供から積
極的に学び，共に成長しようと
する強い決意を持つことがで
きる． 
２．教育に対する使命感や責
任感を持ち，常に子供から学
び，共に成長しようとする姿勢
を持つことができる． 
１．教育に対する使命感や責
任感を持ち，常に子供から学
ぼうとすることができる． 

３．教職員，保護者・地域の
関係者と連携・協働の意義
を理解した上で，職務を遂
行しようとすることができる． 
２．教職員，保護者・地域の
関係者と連携・協働しながら
職務を遂行しようとすること
ができる． 
１．教職員，保護者と連携・
協働しながら職務を遂行し
ようとすることができる． 

３．教育実習校の子供の発達
や心身の状況に応じた適切な
指導を行う上で，給食を生き
た教材として指導に活用する
ことができる． 
２．教育実習校の子供の発達
や心身の状況に応じて適切な
指導内容を考え，給食と関連
させることができる． 
１．教育実習校の子供の発達
や心身の状況を的確に把握
することができる． 

３．教科等の知識や技能および
授業を行う上での基本的な表現
力を身につけ，児童生徒の実態
に応じた食に関する指導を行
い，実践へとつなげて動変容を
促すことができる． 
２．教科等の知識や技能および
授業を行う上での基本的な表現
力を身につけ，児童生徒の実態
に応じた食に関する指導を行うこ
とができる． 
１．授業を行う上での基本的な表
現力を身につけ，食に関する指
導を行うことができる． 
 

アセスメン
ト方法 

【科目】 
アセスメン
ト方法 

【科目】 
アセスメン
ト方法 

【科目】 
アセスメン
ト方法 

【科目】 

・栄養教育
実習 
・アンケー
ト 

栄養教育実習 
教職実践演習 

・栄養教育
実習 
・アンケー
ト 

栄養教育実
習 
教職実践演
習 

・教職実践
演習 
・アンケー
ト 
 

栄養教育実習 
教職実践演習 

・教職実践
演習 
・アンケー
ト 

栄養教育実習 
教職実践演習 

 
【3年】 

３．教育に対する使命感や責
任感を持ち，常に子供から学
ぼうとすることができる． 
２．教育に対する使命感や責
任感を持つことができる． 
１．教育に対する期待感と責
任感を持つことができる． 
 
 
 
 
 

３．教職員，連携・協働しな
がら職務を遂行しようとする
ことができる． 
２．教職員に学びながら職
務を遂行しようとすることが
できる． 
１．教職員を手本としながら
職務を遂行しようとすること
ができる． 

３．子供の発達や心身の状況
に応じた給食計画と食に関す
る指導とを意図的に関連さ
せ，給食を生きた教材として指
導に活用することができる． 
２．子供の発達や心身の状況
に応じた給食計画を立て，そ
れを食に関する指導と意図的
に関連させようとすることがで
きる． 
１．子供の発達や心身の状況
に応じた給食計画を立てる意
義を理解している． 
 

３．教科等の知識や技能および
食育の視点を身につけ，行動変
容を促す食に関する指導を行う
ことができる． 
２．教科等の知識や技能および
食育の視点を身につけ，食に関
する指導を行うことができる． 
１．教科等の知識および食育の
視点を身につけようとする． 

アセスメン
ト方法 

【科目】 
アセスメン
ト方法 

【科目】 
アセスメン
ト方法 

【科目】 
アセスメン
ト方法 

【科目】 

・栄養教育
実習導 
・アンケー
ト 

教育社会学 
生徒指導論 
教育相談 
栄養教育実習
指 

・栄養教育
実習導 
・アンケー
ト 

教育社会学 
総合的な学
習の時間の
指導法 
教育相談 
栄養教育実
習指導 

・栄養教育
実習導 
・アンケー
ト 

食育指導法 
教育心理学 
特別活動論 
生徒指導論 
教育相談 
栄養教育実習
指導 
教職概論 
 

・栄養教育
実習導 
・アンケー
ト 

食育指導法 
教育心理学 
総合的な学習の
時間の指導法 
特別活動論 
栄養教育実習指
導 

 
【2年】 

 

３．教育に対する期待感と責
任感を持つことができる． 
２．教育に対し期待感を持つこ
とができる． 
１．教育に対する期待感が不
十分である． 

３．教職員の姿をイメージし
ながら職務を遂行しようとす
ることができる． 
２．教職員の姿を積極的に
イメージしようとしている． 
１．教職員の姿をイメージし
ようとしない． 
 

３．子供の発達や心身の状況
に即応しようとする． 
２．子供の発達や心身の状況
の把握の意義を理解してい
る． 
１．子供の発達や心身の状況
の把握の意義がわからない． 

３・教科等の学習指導案を項目
に沿って書ける． 
２．教科等の学習指導案を自分
なりに書ける． 
１．教科等の学習指導案を書け
ない． 

アセスメン
ト方法 

【科目】 
アセスメン
ト方法 

【科目】 
アセスメン
ト方法 

【科目】 
アセスメン
ト方法 

【科目】 

・アンケー
ト 

食教育論 
学校と教育の
歴史 
教職概論 

・アンケー
ト 

学校と教育
の歴史 
教職概論 
特別支援教
育概論 
教育課程論 
 

・食教育論 
・アンケー
ト 

食教育論 
特別支援教育
概論 
教育方法論 
教育社会学 

・教育方法
論 
・アンケー
ト 

特別支援教育概
論 
教育課程論 
道徳教育指導論 
教育方法論 
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3.4 スポーツ科学部 

スポーツ科学部のルーブリックは，表 414）の通りである． 

 

表 4 スポーツ科学部のルーブリック 

スポーツ科学
部 の 教
職課程
の 目 標 

学年 

①スポーツ科学の知と技の基
礎として，教育に対する使命
感や責任感を持ち，常に子供
から学び，共に成長しようとす
る姿勢を持つことができる． 

②スポーツで学んだ全人的
にバランスのとれた態度で，
教職員，保護者・地域の関
係者と連携・協働しながら職
務を遂行しようとすることが
できる． 
  

③スポーツの多様な関わり方
の実践を通して，子供の発達
や心身の状況に応じて適切な
指導を行い，規律ある学級経
営を行おうとすることができる． 

④スポーツに関わる幅広い知識
と技能を基盤として，教科等の知
識や技能や授業を行う上での基
本的な表現力を身に付け，授業
を行うことができる． 

 
【4年】 

 

３．スポーツ科学の知と技の基
礎として，教育に対する使命
感や責任感を持ち，常に子供
から積極的に学び，共に成長
しようとする強い決意を持つこ
とができる． 
２．スポーツ科学の知と技の基
礎として，教育に対する使命
感や責任感を持ち，常に子供
から学び，共に成長しようとす
る姿勢を持つことができる． 
１．スポーツ科学の知と技の基
礎として，教育に対する使命
感や責任感を持ち，常に子供
から学ぼうとすることができる． 

３．スポーツで学んだ全人
的にバランスのとれた態度
で，教職員，保護者・地域
の関係者と連携・協働の意
義を理解した上で，職務を
遂行しようとすることができ
る． 
２．スポーツで学んだ全人
的にバランスのとれた態度
で，教職員，保護者・地域
の関係者と連携・協働しな
がら職務を遂行しようとする
ことができる． 
１．スポーツで学んだ全人
的にバランスのとれた態度
で，教職員，保護者と連携・
協働しながら職務を遂行し
ようとすることができる． 
  

３．スポーツの多様な関わり方
の実践を通して，子供の発達
や心身の状況に応じて適切な
指導を行い，規律ある学級経
営を建設的に両立させようと
する． 
２．スポーツの多様な関わり方
の実践を通して，子供の発達
や心身の状況に応じて適切な
指導を行い，規律ある学級経
営を行おうとすることができる． 
１．スポーツの多様な関わり方
の実践を通して，子供の発達
や心身の状況に応じて適切な
指導を行いながら学級経営を
行おうとすることができる． 

３．スポーツに関わる幅広い知識
と技能を基盤として，教科等の知
識や技能や授業を行う上での基
本的な表現力を身につけ，クラス
の実態に対応した授業を行うこと
ができる． 
２．スポーツに関わる幅広い知識
と技能を基盤として，教科等の知
識や技能や授業を行う上での基
本的な表現力を身につけ，授業
を行うことができる． 
１．スポーツに関わる幅広い知識
と技能を基盤として，授業を行う
上での基本的な表現力を身につ
け，授業を行うことができる． 

アセスメ
ント方法 

【科目】 
アセスメ
ント方法 

【科目】 
アセスメ
ント方法 

【科目】 
アセスメ
ント方法 

【科目】 

・アンケ
ート 

教育実習研修   
教育実習Ⅰ・Ⅱ 
教職実践演習 

・アンケ
ート 

教育実習研修   
教育実習Ⅰ・Ⅱ 
教職実践演習 

・アンケ
ート 

教育実習研修   
教育実習Ⅰ・Ⅱ 
教職実践演習 
  

・アンケ
ート 

教育実習研修   
教育実習Ⅰ・Ⅱ 
教職実践演習 

 
【3年】 

 

３．教育に対する使命感や責
任感を持ち，常に子供から学
ぼうとすることができる． 
２．教育に対する使命感や責
任感を持つことができる． 
１．教育に対する期待感と責
任感を持つことができる． 

３．教職員，連携・協働しな
がら職務を遂行しようとする
ことができる． 
２．教職員に学びながら職
務を遂行しようとすることが
できる． 
１．教職員を手本としながら
職務を遂行しようとすること
ができる． 

３．子供の発達や心身の状況
に応じて適切な指導を行いな
がら集団指導を行おうとするこ
とができる． 
２．子供の発達や心身の状況
に応じて適切な個別指導を行
おうとする． 
１．子供の発達や心身の状況
に応じて適切な指導を行おう
とする． 
  

３．教科等の知識や技能を身に
つけ，授業を行うことができる． 
２．教科等の知識を身につけ，授
業を行うことができる． 
１．教科等の知識を身につけよう
とする． 
 

アセスメ
ント方法 

【科目】 
アセスメ
ント方法 

【科目】 
アセスメ
ント方法 

【科目】 
アセスメ
ント方法 

【科目】 

・アンケ
ート 

・学校と教育の歴
史 
・介護等体験実習 

・アンケ
ート 

学校と教育の
歴史 
総合的な学習
の時間の指導
法 
介護等体験実
習 
  

・アンケ
ート 

学校と教育の歴
史 
道徳教育指導論 
介護等体験実習 

・アンケ
ート 

道徳教育指導論 
総合的な学習の時
間の指導法  

 
【2年】 

 

３．教育に対する期待感と責
任感を持つことができる． 
２．教育に対し期待感を持つこ
とができる． 
１．教育に対する期待感が不
十分である． 

３．教職員の姿をイメージし
ながら職務を遂行しようとす
ることができる． 
２．教職員の姿を積極的に
イメージしようとしている． 
１．教職員の姿をイメージし
ようとしない．  

３．子供の発達や心身の状況
に即応しようとする． 
２．子供の発達や心身の状況
の把握の意義を理解してい
る． 
１．子供の発達や心身の状況
の把握の意義がわからない．  

３・教科等の学習指導案を項目
に沿って書ける． 
２．教科等の学習指導案を自分
なりに書ける． 
１．教科等の学習指導案を書け
ない． 

アセスメ
ント方法 

【科目】 
アセスメ
ント方法 

【科目】 
アセスメ
ント方法 

【科目】 
アセスメ
ント方法 

【科目】 

・アンケ
ート 

教職概論 
教育社会学 
生徒指導・教育相
談 
進路指導論 

・アンケ
ート 

教職概論 
教育社会学 
特別支援教育
概論 
教育課程論 
生徒指導・教育
相談 
進路指導論 

・アンケ
ート 

教育心理学 
特別支援教育概
論 
特別活動論 
教育方法論 
生徒指導・教育相
談教職概論 
教育社会学 
進路指導論 
  

・アンケ
ート 

教育心理学 
特別支援教育概論 
教育課程論 
特別活動論 
教育方法論 
教育における ICT活
用 
各教科の指導法 
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４ アンケート結果 

 

2023 年 1 月～2 月にかけて，Microsoft Forms を用いてアンケート調査を実施した．対象となる教職

課程履修学生数は，法学部 64 名（2年 13 名，3 年 33 名，4 年 18名），経営学部 16 名（2年 9名，3年

6名，4年 1名），健康栄養学部 13名（2年 9名，3年 2名，4年 2名），スポーツ科学部 273名（2年 67

名，3年 104名，4年 98名，科目等履修生 4名）である．アンケートの質問内容は，「3 学修成果の可視

化を図るためのルーブリック」で示した各学部のルーブリックを基に学部こと作成した．具体的には，各学

部の学年ごとに設定したルーブリックの「レベル 3」について 5 件法（当てはまる，やや当てはまる，どちら

ともいえない，あまり当てはまらない，当てはまらない）で尋ねることにした． 

以下，学部ごとのアンケート内容と結果を示すことにする．なお，アンケートへの回答は，学生らの自由

意思に基づいて実施させるよう配慮した．未実施あるいは途中放棄の場合など成績には反映されないこ

と，得られた情報の管理は厳重に行うこと，個人が特定されることはない旨も口頭及び文章で説明した． 

 

4.1 法学部 

法学部では，計 40名が回答した．質問内容と結果は以下の通りである． 

① 法学部の教職課程の第 1目標「正義と衡平の観念を基礎にしながら，教育に対する使命感や責任感

を持ち，常に子供から学び，共に成長しようとする姿勢を持つことができる」に関して，その 1，その 2，

その 3について当てはまるものを選択してください． 

・ その 1（2年生のルーブリック 3）：教育に対する期待感と責任感を持つことができる． 

 

 

・ その 2（3年生のルーブリック 3）：教育に対する使命感や責任感を持ち，常に子供から学ぼうとすること 

ができる． 
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・ その 3（4年生のルーブリック 3）：正義と衡平の観念を基礎にしながら，教育に対する使命感や責任感 

を持ち，常に子供から積極的に学び，共に成長しようとする強い決意を持つことができる． 

 

 

 

 

② 法学部の教職課程の第 2目標「他者理解を図り，物事を面的にとらえながら，教職員，保護者・地域

の関係者と連携・協働し，職務を遂行しようとすることができる」に関して，その 1，その 2，その 3につ

いて当てはまるものを選択してください． 

・ その 1（2年生のルーブリック 3）：教職員の姿をイメージしながら職務を遂行しようとすることができる． 

 

 

 

 

・ その 2（3年生のルーブリック 3）：他者理解を図り，物事を多面的にとらえながら，教職員，連携・協働 

し，職務を遂行しようとすることができる． 
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・ その 3（4年生のルーブリック 3）：他者理解を図り，物事を多面的にとらえながら，教職員，保護者・地 

域の関係者と連携・協働の意義を理解した上で，職務を遂行しようとすることができる． 

 

 
 

 

③ 法学部の教職課程の第 3目標「子供の発達や心身の状況に応じて適切な指導を行い，公正・公平

で規律ある学級経営を行おうとすることができる」に関して，その 1，その 2，その 3について当てはまる

ものを選択してください． 

・ その 1（2年生のルーブリック 3）：子供の発達や心身の状況に即応しようとする． 

 

 

 

 

・ その 2（3年生のルーブリック 3）：子供の発達や心身の状況に応じて適切な指導を行いながら集団指 

導を行おうとすることができる． 
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・ その 3（4年生のルーブリック 3）：子供の発達や心身の状況に応じて適切な指導を行い，公正・公平で 

規律ある学級経営を建設的に両立させようとする． 

 

 

 

 

④ 法学部の教職課程の第 4目標「法学の基本的素養を基盤としながら，教科等の知識や技能や授業

を行う上での基本的な表現力を身に付け，授業を行うことができる」に関して，その 1，その 2，その 3

について当てはまるものを選択してください． 

・ その 1（2年生のルーブリック 3）：教科等の学習指導案を項目に沿って書ける． 

 

 

 

 

・ その 2（3年生のルーブリック 3）：教科等の知識や技能を身につけ，授業を行うことができる． 
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・ その 3（4年生のルーブリック 3）：法学の基本的素養を基盤としながら，教科等の知識や技能や授業を 

行う上での基本的な表現力を身につけ，クラスの実態に対応した授業を行うことができる． 

 

 

 

4.2 経営学部 

経営学部では，計 8名が回答した．質問内容と結果は以下の通りである． 

① 経営学部の教職課程の第 1目標「経営学を基盤に教育に対する使命感や責任感を持ち，常に子供

から学び，共に成長しようとする姿勢を持つことができる」に関して，その 1，その 2，その 3について当

てはまるものを選択してください． 

・ その 1（2年生のルーブリック 3）：教育に対する期待感と責任感を持つことができる． 

 

 

 

 

・ その 2（3 年生のルーブリック 3）：教育に対する使命感や責任感を持ち，常に子供から学ぼうとすること

ができる． 

 

 

 



29 

 

・ その 3（4年生のルーブリック 3）：経営学を基盤に教育に対する使命感や責任感を持ち，常に子供か 

ら積極的に学び，共に成長しようとする強い決意を持つことができる． 

 

 

 

 

② 経営学部の教職課程の第 2目標「主体的実践能力を兼ね備え，教職員，保護者・地域の関係者と

連協・協働しながら職務を遂行しようとすることができる」に関して，その 1，その 2，その 3について当て

はまるものを選択してください． 

・ その 1（2年生のルーブリック 3）：教職員の姿をイメージしながら職務を遂行しようとすることができる． 

 

 

 

 

・ その 2（3年生のルーブリック 3）：主体的実践能力を兼ね備え，教職員と連携・協働しながら職務を遂 

行しようとすることができる． 
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・ その 3（4年生のルーブリック 3）：主体的実践能力を兼ね備え，教職員，保護者・地域の関係者と連

携・協働の意義を理解した上で，職務を遂行しようとすることができる． 

 

 

 

 

③ 経営学部の教職課程の第 3目標「子供の発達や心身の状況に応じて適切な指導を行い，マネジメ

ント・マインドを基に規律ある学級経営を行おうとすることができる」に関して，その 1，その 2，その 3に

ついて当てはまるものを選択してください． 

・ その 1（2年生のルーブリック 3）：子供の発達や心身の状況に即応しようとする． 

 

 

 

 

・ その 2（3年生のルーブリック 3）：子供の発達や心身の状況に応じて適切な指導を行いながら集団指

導を行おうとすることができる． 
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・ その 3（4 年生のルーブリック 3）：子供の発達や心身の状況に応じて適切な指導を行い，マネジメント・

マインドを基に規律ある学級経営を建設的に両立させようとする． 

 

 

 

 

④ 経営学部の教職課程の第 4目標「経営学・マーケティング・会計学・経済学の基本的素養を基盤とし

ながら，教科等の知識や技能や授業を行う上での基本的な表現力を身に付け，授業を行うことができ

る」に関して，その 1，その 2，その 3について当てはまるものを選択してください． 

・ その 1（2年生のルーブリック 3）：教科等の学習指導案を項目に沿って書ける． 

 

 

 

 

・ その 2（3年生のルーブリック 3）：教科等の知識や技能を身につけ，授業を行うことができる． 
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・ その 3（4年生のルーブリック 3）：経営学・マーケティング・会計学・経済学の基本的素養を基盤としな

がら，教科等の知識や技能や授業を行う上での基本的な表現力を身につけ，クラスの実態に対応した

授業を行うことができる． 

 

 

 

4.3 健康栄養学部 

健康栄養学部では，計 9名が回答した．質問内容と結果は以下の通りである． 

① 健康栄養学部の教職課程の第 1目標「教育に対する使命感や責任感を持ち，常に子供から学び，

共に成長しようとする姿勢を持つことができる」に関して，その 1，その 2，その 3について当てはまるも

のを選択してください． 

・ その 1（2年生のルーブリック 3）：教育に対する期待感と責任感を持つことができる． 

 

 
 

・ その 2（3年生のルーブリック 3）：教育に対する使命感や責任感を持ち，常に子供から学ぼうとすること  

ができる． 
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・ その 3（4年生のルーブリック 3）：教育に対する使命感や責任感を持ち，常に子供から積極的に学び， 

共に成長しようとする強い決意を持つことができる． 

 

 
 

 

② 健康栄養学部の教職課程の第 2目標「教職員，保護者・地域の関係者とれ連携・協働しながら職

務を遂行しようとすることができる」に関して，その 1，その 2，その 3について当てはまるものを選択し

てください． 

・ その 1（2年生のルーブリック 3）：教職員の姿をイメージしながら職務を遂行しようとすることができる． 

 

 

 

 

・ その 2（3年生のルーブリック 3）：教職員，連携・協働しながら職務を遂行しようとすることができる． 
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・ その 3（4年生のルーブリック 3）：教職員，保護者・地域の関係者と連携・協働の意義を理解した上で，  

職務を遂行しようとすることができる． 

 

 
 

 

③ 健康栄養学部の教職課程の第 3 目標「子供の発達や心身の状況に応じて適切な指導を行い，各教

科等の食に関する指導と意図的に関連させた給食計画を実施しようとすることができる」に関して，その

1，その 2，その 3について当てはまるものを選択してください． 

・ その 1（2年生のルーブリック 3）：子供の発達や心身の状況に即応しようとする． 

 

 

 

 

・ その 2（3年生のルーブリック 3）：子供の発達や心身の状況に応じた給食計画と食に関する指導とを]  

意図的に関連させ，給食を生きた教材として指導に活用することができる． 

 

 
 



35 

 

・ その 3（4年生のルーブリック 3）：教育実習校の子供の発達や心身の状況に応じた適切な指導を行う

上で，給食を生きた教材として指導に活用することができる． 

 

 

 

 

④ 健康栄養学部の教職課程の第 4目標「教科等の知識や技能や授業を行う上での基本的な表現力を

身に付け，授業や給食の時間の指導を行うことができる」に関して，その 1，その 2，その 3について当

てはまるものを選択してください． 

・ その 1（2年生のルーブリック 3）：教科等の学習指導案を項目に沿って書ける． 

 

 

 

 

・ その 2（3年生のルーブリック 3）：教科等の知識や技能および食育の視点を身につけ，行動変容を促

す食に関する指導を行うことができる． 
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・ その 3（4年生のルーブリック 3）：教科等の知識や技能および授業を行う上での基本的な表現力を身

につけ，児童生徒の実態に応じた食に関する指導を行い，実践へとつなげて行動変容を促すことがで

きる． 

 

 

 

4.4 スポーツ科学部 

スポーツ科学部では，計 199名が回答した．質問内容と結果は以下の通りである． 

① スポーツ科学部の教職課程の第１目標「スポーツ科学の知と技の基礎として，教育に対する使命感

や責任感を持ち，常に子供から学び，共に成長しようとする姿勢を持つことができる」に関して，その

1，その 2，その 3について当てはまるものを選択してください． 

・ その 1（2年生のルーブリック 3）：教育に対する期待感と責任感を持つことができる． 

 

 

 

 

・ その 2（3年生のルーブリック 3）：教育に対する使命感や責任感を持ち，常に子供から学ぼうとすること  

ができる． 
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・ その 3（4年生のルーブリック 3）：スポーツ科学の知と技の基礎として，教育に対する使命感や責任感

を持ち，常に子供から積極的に学び，共に成長しようとする強い決意を持つことができる． 

 

 

 

 

② スポーツ科学部の教職課程の第 2目標「スポーツで学んだ全人的にバランスのとれた態度で，教職

員，保護者・地域の関係者と連携・協働しながら職務を遂行しようとすることができる」に関して，その

1，その 2，その 3について当てはまるものを選択してください． 

・ その 1（2年生のルーブリック 3）：教職員の姿をイメージしながら職務を遂行しようとすることができる． 

 

 

 

 

・ その 2（3年生のルーブリック 3）：教職員，連携・協働しながら職務を遂行しようとすることができる． 
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・ その 3（4年生のルーブリック 3）：スポーツで学んだ全人的にバランスのとれた態度で，教職員，保護

者・地域の関係者と連携・協働の意義を理解した上で，職務を遂行しようとすることができる． 

 

 

 

 

③ スポーツ科学部の教職課程の第 3目標「スポーツの多様な関わり方の実践を通して，子供の発達や

心身の状況に応じて適切な指導を行い，規律ある学級経営を行おうとすることができる」に関して，そ

の 1，その 2，その 3について当てはまるものを選択してください． 

・ その 1（2年生のルーブリック 3）：子供の発達や心身の状況に即応しようとする． 

 

 

 

 

・ その 2（3年生のルーブリック 3）：子供の発達や心身の状況に応じて適切な指導を行いながら集団指

導を行おうとすることができる． 
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・ その 3（4年生のルーブリック 3）：スポーツの多様な関わり方の実践を通して，子供の発達や心身の状

況に応じて適切な指導を行い，規律ある学級経営を建設的に両立させようとする． 

 

 

 

 

④ スポーツ科学部の教職課程の第 4目標「スポーツに関わる幅広い知識と技能を基盤として，教科等

の知識や技能や授業を行う上での基本的な表現力を身に付け，授業を行うことができる」に関して，そ

の 1，その 2，その 3について当てはまるものを選択してください． 

・ その 1（2年生のルーブリック 3）：教科等の学習指導案を項目に沿って書ける． 

 

 

 

 

・ その 2（3年生のルーブリック 3）：教科等の知識や技能を身につけ，授業を行うことができる． 
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・ その 3（4 年生のルーブリック 3）：スポーツに関わる幅広い知識と技能を基盤として，教科等の知識や

技能や授業を行う上での基本的な表現力を身につけ，クラスの実態に対応した授業を行うことができる． 

 

 

 

 

５ 考察 

  

アンケート結果を基に，学部毎に考察する． 

 

5.1 法学部  

第 1 目標の「正義と衡平の観念を基礎にしながら，教育に対する使命感や責任感を持ち，常に子供か

ら学び，共に成長しようとする姿勢を持つことができる」に関して，「2 年生のルーブリック 3」，「3 年生のル

ーブリック 3」，「4年生のルーブリック 3」に対しては，回答した 40名の全ての学生が，「当てはまる」「やや

当てはまる」という回答を示した． 

第 2 目標の「他者理解を図り，物事を面的にとらえながら，教職員，保護者・地域の関係者と連携・協

働し，職務を遂行しようとすることができる」に関して，「2 年生のルーブリック 3」に対しては，回答した 40

名の内の 39名の学生が「当てはまる」「やや当てはまる」，1名が「どちらでもない」という回答を示した．「3

年生のルーブリック 3」及び「4 年生のルーブリック 3」に対しては，回答した 40 名の全ての学生が，「当て

はまる」「やや当てはまる」という回答を示した． 

第 3目標の「子供の発達や心身の状況に応じて適切な指導を行い，公正・公平で規律ある学級経営を

行おうとすることができる」に関して，「2 年生のルーブリック 3」に対しては，回答した 40 名の内の 39 名の

学生が「当てはまる」「やや当てはまる」，1 名の学生が「どちらでもない」という回答を示した．「3 年生のル

ーブリック 3」及び「4 年生のルーブリック 3」に対しては，回答した 40 名の全ての学生が，「当てはまる」

「やや当てはまる」という回答を示した． 

第 4目標の「法学の基本的素養を基盤としながら，教科等の知識や技能や授業を行う上での基本的な

表現力を身に付け，授業を行うことができる」に関して，「2 年生のルーブリック 3」及び「3 年生のルーブリ

ック 3」に対しては，回答した 40 名の内の 39 名の学生が「当てはまる」「やや当てはまる」，1 名の学生が

「どちらでもない」という回答を示した．「4 年生のルーブリック 3」に対しては，回答した 40 名の内の 38 名

の学生が「当てはまる」「やや当てはまる」，2名の学生が「どちらでもない」という回答を示した． 

全体としては自己評価ではあるが，優良な結果を得ることができた．法学部の 4 つの教職課程の目標

の「4 年生のルーブリック 3」のレベルに，4 年生の他，2 年生，3 年生の段階で到達している学生もおり，



41 

 

第 1，2，3 目標においては，「当てはまる」「やや当てはまる」とした学生が回答者全体の 100％，第 4 目

標においては，「当てはまる」「やや当てはまる」とした学生が回答者全体の 95％に到達した点が注目に

値する．この要因として，2 年生，3 年生の段階で，学校現場を強く意識させ，想像させる授業が展開され

ていたことが考えられる．このことにより，2，3 年生でも早い段階から「4 年生のルーブリック 3」のレベルに

到達したと推察することができる． 

 

5.2 経営学部 

第 1目標の「経営学を基盤に教育に対する使命感や責任感を持ち，常に子供から学び，共に成長しよ

うとする姿勢を持つことができる」に関して，「2年生のルーブリック 3」及び「4年生のルーブリック 3」に対し

ては，回答した 8 名全員が「当てはまる」「やや当てはまる」という回答を示した．「3 年生のルーブリック 3」

に対しては，回答した 8 名の内の 7 名が「当てはまる」「やや当てはまる」，1 名が「あまり当てはまらない」

という回答を示した． 

第 2 目標の「主体的実践能力を兼ね備え，教職員，保護者・地域の関係者と連協・協働しながら職務

を遂行しようとすることができるに関して，「2 年生のルーブリック 3」に対して，回答した 8 名の内の 7 名が

「当てはまる」「ややあてはまる」，1名が「どちらでもない」という回答を示した．「3年生のルーブリック 3」に

対しては，回答した 8 名全員が「当てはまる」「やや当てはまる」という回答を示した．「4 年生のルーブリッ

ク 3」に対しては，回答した 8 名の内の 6 名が「当てはまる」「やや当てはまる」，1 名が「どちらでもない」，

1名が「あまり当てはまらない」という回答を示した． 

第 3 目標の「子供の発達や心身の状況に応じて適切な指導を行い，マネジメント・マインドを基に規律

ある学級経営を行おうとすることができる」に関して，「2 年生のルーブリック 3」に対しては，回答した 8 名

の内の 6 名が「当てはまる」「やや当てはまる」，1 名が「どちらでもない」，1 名が「あまり当てはまらない」と

いう回答を示した．「3 年生のルーブリック 3」に対しては，回答した 8 名の内の 7 名が「当てはまる」「やや

当てはまる」，1名が「あまり当てはまらない」という回答を示した．「4年生のルーブリック 3」に対しては，回

答した 8名全員が「当てはまる」「やや当てはまる」という回答を示した． 

第 4 目標の「経営学・マーケティング・会計学・経済学の基本的素養を基盤としながら，教科等の知識

や技能や授業を行う上での基本的な表現力を身に付け，授業を行うことができる」に関して，「2 年生のル

ーブリック 3」に対しては，回答した 8 名の内の 6 名が「当てはまる」「ややあてはまる」，1 名が「あまり当て

はまらない」，1 名が「当てはまらない」という回答を示した．「3 年生のルーブリック 3」に対しては，回答し

た 8 名の内の 5 名が「当てはまる」「ややあてはまる」，1 名が「どちらでもない」，1 名が「あまり当てはまら

ない」，1 名が「当てはまらない」という回答を示した．「4 年生のルーブリック 3」に対しては，回答した 8 名

の内の 6 名が「ややあてはまる」，1 名が「どちらでもない」，1 名が「あまり当てはまらない」という回答を示

した． 

全体として経営学部も自己評価ではあるが，良好な結果を得ることができた．経営学部の 4 つの教職

課程の目標の「4 年生のルーブリック 3」のレベルに，4 年生の他，2 年生，3 年生の段階で到達している

学生もおり，第 1，3 目標においては，「当てはまる」「やや当てはまる」とした学生が回答者全体の 100％

に到達した．この要因として，法学部同様に，第 1，3 目標においては，2 年生，3 年生の段階で，学校現

場を強く意識させ，想像させる授業が展開されていたことが考えられる．このことにより，2，3年生でも早い

段階から「4年生のルーブリック 3」のレベルに到達したと推察することができる． 
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第 1，3目標と比べ，第 2，4目標では，「4年生のルーブリック 3」のレベルに「当てはまる」「やや当ては

まる」とした学生が回答者全体の 75%に留まった．この要因として，第 2，4目標の内容は，第 1，3目標に

比して具体的な学校現場を強く意識した目標内容となっていること，加えて経営学部の教職課程の学生

は，「現実的に高等学校の商業科教員になることは難しい（自治体の募集者数が少ない）ので，とりあえ

ず免許状の取得のみで」という意識で各授業を履修している学生が多いことからではないかと推察する．

この「現実的に高等学校の商業科教員になることは難しい」という意識は，教職課程の履修者数にも反映

され，法学部・スポーツ科学部に比して毎年履修者は少なく，それに伴って免許状取得者も少ない 15）．

今後は，商業科教員への就職支援等も含め，経営学部の教職課程についても検討していく必要がある． 

 

5.3 健康栄養学部 

第 1 目標の「教育に対する使命感や責任感を持ち，常に子供から学び，共に成長しようとする姿勢を

持つことができる」に関して，「2 年生のルーブリック 3」に対しては，回答した 9 名全員が「当てはまる」「や

やあてはまる」という回答を示した．「3 年生のルーブリック 3」及び「4 年生のルーブリック 3」に対しては，

回答した 9名の内の 8名が「当てはまる」「ややあてはまる」，1名が「どちらでもない」という回答を示した． 

第 2 目標の「教職員，保護者・地域の関係者とれ連携・協働しながら職務を遂行しようとすることができ

る」に関して，「2 年生のルーブリック 3」及び「3年生のルーブリック 3」に対しては，回答した 9名の内の 8

名が「当てはまる」「ややあてはまる」，1 名が「あまり当てはまらない」という回答を示した．「4 年生のルー

ブリック 3」に対しては，回答した 9 名の内の 7 名が「当てはまる」「ややあてはまる」，2 名が「あまり当ては

まらない」という回答を示した． 

第 3 目標の「子供の発達や心身の状況に応じて適切な指導を行い，各教科等の食に関する指導と意

図的に関連させた給食計画を実施しようとすることができる」に関して，「2 年生のルーブリック 3」及び「3

年生のルーブリック 3」に対しては，回答した 9 名全員が「当てはまる」「ややあてはまる」という回答を示し

た．「4 年生のルーブリック 3」に対しては，回答した 9 名の内の 8 名が「当てはまる」「ややあてはまる」，1

名が「どちらでもない」という回答を示した． 

第 4 目標の「教科等の知識や技能や授業を行う上での基本的な表現力を身に付け，授業や給食の時

間の指導を行うことができる」に関しては，「2年生のルーブリック 3」に対しては，回答した 9名の内の 8名

が「当てはまる」「ややあてはまる」，1名が「どちらでもない」という回答を示した．「3年生のルーブリック 3」

に対しては，回答した 9 名の内の 6 名が「当てはまる」「ややあてはまる」，1 名が「どちらでもない」，2 名

が「あまり当てはまらない」という回答を示した．「4年生のルーブリック 3」に対しては，回答した 9名の内の

6名が「当てはまる」「ややあてはまる」，1名が「どちらでもない」，2名が「あまり当てはまらない」という回答

を示した． 

全体として健康栄養学部も自己評価ではあるが，良好な結果を得ることができた．健康栄養学部の 4

つの教職課程の目標の「4 年生のルーブリック 3」のレベルに，4 年生の他，2 年生，3 年生の段階で到達

している学生もおり，第 1，3目標においては，「当てはまる」「やや当てはまる」とした学生が回答者全体の

89％に到達した．この要因として，法学部・経営学部同様に，第 1，3 目標においては，2 年生，3 年生の

段階で，学校現場を強く意識させ，想像させる授業が展開されていたことが考えられる．このことにより，2，

3年生でも早い段階から「4年生のルーブリック 3」のレベルに到達したと推察することができる． 

第 1，3目標に比べ，第 2目標では，「4年生のルーブリック 3」のレベルに「当てはまる」「やや当てはま
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る」とした学生が回答者全体の 78%，第 4 目標では，「4 年生のルーブリック 3」のレベルに「当てはまる」

「やや当てはまる」とした学生が回答者全体の 67%に留まった．この要因として，経営学部の教職課程の

学生と同様に健康栄養学部の学生も，「現実的に栄養教諭になることは難しい（自治体の募集者数が少

ない）ので，とりあえず免許状の取得のみで」という意識で各授業を履修している学生が多いからではな

いかと推察する．この「現実的に栄養教諭になることは難しい」という意識は，経営学部と同様に教職課程

の履修者数にも反映され，法学部・スポーツ科学部に比して毎年履修者は少なく，それに伴って免許状

取得者も少ない 16）．加えて，健康栄養学部の学生は，管理栄養士の国家試験も控えての教職課程の履

修でもある．この点も配慮しながら栄養教諭への就職支援等も含め，検討していく必要がある． 

 

5.4 スポーツ科学部 

第 1 目標の「スポーツ科学の知と技の基礎として，教育に対する使命感や責任感を持ち，常に子供か

ら学び，共に成長しようとする姿勢を持つことができる」に関して，「2 年生のルーブリック 3」に対しては，

回答した 199 名の内の 190 名が「当てはまる」「やや当てはまる」，9 名が「どちらでもない」という回答を示

した．「3年生のルーブリック 3」及び「4年生のルーブリック 3」に対しては，回答した 199名の内の 193名

が「当てはまる」「やや当てはまる」，5 名が「どちらでもない」，1 名が「あまり当てはまらない」という回答を

示した． 

第 2目標の「スポーツで学んだ全人的にバランスのとれた態度で，教職員，保護者・地域の関係者と連

携・協働しながら職務を遂行しようとすることができる」に関して，「2 年生のルーブリック 3」に対しては，回

答した 199 名の内の 190 名が「当てはまる」「やや当てはまる」，9 名が「どちらでもない」という回答を示し

た．「3 年生のルーブリック 3」に対しては，回答した 199 名の内の 184 名が「当てはまる」「やや当てはま

る」，14 名が「どちらでもない」，1 名が「あまり当てはまらない」という回答を示した．「4 年生のルーブリック

3」に対しては，回答した 199名の内の 189名が「当てはまる」「やや当てはまる」，9名が「どちらでもない」，

1名が「あまり当てはまらない」という回答を示した． 

第 3 目標の「スポーツの多様な関わり方の実践を通して，子供の発達や心身の状況に応じて適切な指

導を行い，規律ある学級経営を行おうとすることができる」に関して，「2 年生のルーブリック 3」に対しては，

回答した 199名の内の 190名が「当てはまる」「やや当てはまる」，8名が「どちらでもない」，1名が「あまり

当てはまらない」という回答を示した．「3 年生のルーブリック 3」に対しては，回答した 199 名の内の 186

名が「当てはまる」「やや当てはまる」，13 名が「どちらでもない」という回答を示した．「4 年生のルーブリッ

ク 3」に対しては，回答した 199名の内の 187名が「当てはまる」「やや当てはまる」，12名が「どちらでもな

い」という回答を示した． 

第 4 目標の「スポーツに関わる幅広い知識と技能を基盤として，教科等の知識や技能や授業を行う上

での基本的な表現力を身に付け，授業を行うことができる」に関して，「2 年生のルーブリック 3」 に対して

は，回答した 199 名の内の 178 名が「当てはまる」「やや当てはまる」，18 名が「どちらでもない」，3 名が

「あまり当てはまらない」という回答を示した．「3 年生のルーブリック 3」に対しては，回答した 199 名の内

の 180 名が「当てはまる」「やや当てはまる」，17 名が「どちらでもない」，2 名が「あまり当てはまらない」と

いう回答を示した．「4 年生のルーブリック 3」に対しては，回答した 199 名の内の 179 名が「当てはまる」

「やや当てはまる」，17名が「どちらでもない」，3名が「あまり当てはまらない」という回答を示した． 

全体としては自己評価ではあるが，法学部同様に優良な結果を得ることができた．スポーツ科学部の 4
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つの教職課程の目標の「4 年生のルーブリック 3」のレベルに，4 年生の他，2 年生，3 年生の段階で到達

している学生もおり，第 1 目標においては，「当てはまる」「やや当てはまる」とした学生が回答者全体の

97％，第 2目標においては，「当てはまる」「やや当てはまる」とした学生が回答者全体の 95％，第 3目標

においては，「当てはまる」「やや当てはまる」とした学生が回答者全体の 94％，第 4 目標においては，

「当てはまる」「やや当てはまる」とした学生が回答者全体の 90％に到達した点が注目に値する．この要因

として，法学部・経営学部・健康栄養学部同様に 2 年生，3 年生の段階で，学校現場を強く意識させ，想

像させる授業が展開されていたことが考えられる．このことにより，2，3年生でも早い段階から 4年生の「ル

ーブリック 3」のレベルに到達したと推察することができる． 

 

5.5 成果と課題 

以上，アンケート結果を基に各学部の考察を行ってきた．このことを踏まえ，2022 年度の本学の教職課

程の成果と課題について述べる．まず，成果としては，どの学部でも 4 年生の他，2 年生，3 年生の段階

で，「4 年生のルーブリック 3」のレベルに到達した学生がいたことである．この要因として，具体的な学校

現場に対するイメージ化が図れている卓越した授業があることが推察される．次に，課題としては，「免許

状の取得のみ」という目的意識で教職課程を履修している学生の指導の在り方をどのように図っていくか

である．教職に就くためのより一層の手厚い支援や，「教師の魅力発信」を各授業担当者が意識して授業

運営を展開していくことが求められる．今後の課題としたい． 

 

６ おわりに 

 

本稿は，2022 年度の本学が実施した教職課程自己点検評価活動を踏まえた教職課程の活動報告を

公表することを目的とした．今回は，教職履修学生に実施したアンケート調査を基にした学修成果の可視

化を試み，その結果を踏まえて 2022年度の本学の教職課程の成果及び課題について述べた． 

成果としては，どの学部でも 4 年生の他，2 年生，3 年生の段階で，設定した目標の最高段階である「4

年生のルーブリック 3」のレベルに到達した学生がいたことである．この要因として，2 年生，3 年生の段階

で，学校現場を強く意識させ，想像させる授業展開がなされていた卓越した授業が存在することが考えら

れる．今後の課題としては，「免許状の取得のみ」という目的意識で教職課程を履修している学生の指導

の在り方をどのように図っていくかである．教員になるためのより一層の手厚い支援や，「教師の魅力発信」

を各授業担当者が意識して授業運営を展開していくことが求められる．加えて，卓越した授業を特定し，

そこから具体的なノウハウを学び合うことも重要となる． 
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